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2.教育活動 (教育実践上の主な業績)  大学院授業担当 □有 ■無

2 研究課題「 トーンマイス

ター教育の調査と研究」

音楽大学に トーンマイス

ターコースを設君Lし ている

ドイツでの事例について研

究調査を行い、その成果を

研究紀要第34巻にまとめた。

論文「 ドイツにおけるトーン

マイスター教育とその考察 」

一UdKベルリン芸術大学

の事例よリー

An Analysis of education

of the Tonmeister in

Cermany

:Universitat der Kinste

Berlin

名古屋芸術大学 研究紀要

第 34巻

日本の音楽大学における録音の教育カリキュ

ラムを示唆 してい くために、1949年 より音

楽大学で トーンマイスターと呼ばれる録音の

専門家の育成を行っているドイツでの事例に

ついて、入学試験、カリキュラム、卒業試験

の内容を研究調査 し、音楽的、技術的の両視

点から分析 して考察を行った。具体的には、

ベルリン芸術大学が公開している文書
y資
料、

ウェブ・サイトの情報や、授業の聴講、卒業

試験の立ち会い、教員や学生へのとアリング

を分析の素材とした。その結果から、 ドイッ

の トーンマイスターの教育は、演奏者と同等

のアーテイス ト=芸術家を養成する教育とし

て扱ってきたことがわかった。

3 研究課題「 トーンマイ

スターの実際の録音につい

ての研究」

CDプ ログクションや放送

中継におけるトーンマイス

ターの実態を研究するため

に、約 30件 の中継・録音

について、実際の作業に加

わりながら参加する機会が

得られた。

ドイツの公共放送 ドイチユラントラデイオに

よる、ベルリンフィルハーモニーからのコン

サー トラジオ中継や、他レーベルと共同制作

するジーメンス・ヴィラや、イエスキリス ト

教会でのセッシヨン録音を始め、その他さま

ざまなセッション録音に、 トーンマイスター

の善意により参加することができた。その結

果、 ドイツでの トーンマイスターによる録昔

について深く研究することができた。

寄稿

サラウン ド寺子屋塾 51

Surround Terakoya Lab

「ベルリンでのオーケス ト

ラ・サラウンドレコーデイ

ングについて」

2013  1  25 2012年 5月 にベルリン・フィルハーモニーで

行われた、ベンタトーン・クラシックス とド

イチュラントラデイオとの共同制作による、

マレク・ヤノフスキ指揮 RSBベ ルリン放送

交響楽国の 3枚組 SACD「 ワーグナー・タン

ホイザー」の録音制作 リポー トを寄稿した。

http7/surroundterakoyablogspotjp/

CD

中部フイルハーモニー交響

楽団

「第 5回名古屋定期演奏会」

指揮 :寺 岡清高 氏

2012  6  28 三井住友海上

しらかわホール

オーケス トラ 編集 ミキシング

・スラブ舞曲 第 1番 Op 46‐ 1

・スラブ舞曲 第 10番 Op72 2

弦楽セレナー ド ホ長調 Op 22/A ド

ヴォルザーク

・交響曲第 1番ハ短調 作品68/J ブラー

ムス

授業科目

◆前期  ◆後期

教材 `資料等の概要工夫の概要
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